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発生予防対策の徹底 監視体制の強化 初動防疫体制の整備

４月

20　都農町で１例目発生

28　えびの市で発生

20　防疫対策本部の設置
20　｢防疫対策の徹底｣通知

28  ｢防疫対策の再徹底｣通知
29  ｢疫学調査チーム第1回検討会｣

20　｢家畜衛生情報｣による
　　情報提供および消毒徹底の指導

　(随時)

20～22　宮崎導入牛の臨床検査

22～27　偶蹄類の聞き取り調査

27～30　宮崎導入牛の再確認検査
28　｢対策本部設置要綱｣策定
28　関係者連絡会議の開催

５月

 5　川南町の豚で発生

13　県有種雄牛を西都市へ移動

18　非常事態宣言

22　ワクチン接種開始

17　宮崎県に現地対策本部設置

19　新たな防疫方針の決定
　　　・ワクチン接種
　　　・早期搬出促進

19～21　緊急研修会の開催
　　　　　・消毒方法の技術指導
　　　　　・消毒薬の無償配布
27～28　追加研修会

10～11　宮崎導入牛の最終確認検査
　　→県内の清浄性を確認

６月

 4　えびの市　移動制限解除

9～10　都城市､宮崎市､日向市で
　　　　発生
13　西都市　一部移動制限解除

24　患畜・疑似患畜の処分終了
30　ワクチン接種家畜の処分終了

 4　口蹄疫対策特別措置法の施行
 7  ｢疫学調査チーム第2回検討会｣
 9　｢初動防疫対策の徹底｣通知

21　｢車両等の消毒の徹底｣通知
24　防疫措置実施マニュアルの策定
24　｢疫学調査チーム第3回検討会｣

17　緊急巡回の実施

　　　・家畜の健康確認
　　　・消毒実施状況の確認、助言
　　　・導入牛の観察強化指導

10～12　異常有無の聞き取り調査
　　→すべて異常なし

30  ｢九州地方の家畜市場再開に
　　係る防疫対策の強化｣通知

 2　地域防災監会議の開催

10　近畿ブロック等協議会
　　　（危機管理・畜産部局課長）
11　ＪＡ畜産・酪農担当部課長会議
14　県マニュアルに基づく防疫演習
の
　　実施
25　農業農村振興事務所長会議
30　近畿ブロック等協議会

（畜産部局担当）

７月

 1　非常事態宣言の一部解除
 2　都城市　移動制限解除
 3　日向市  移動制限解除
 6  西都市　移動制限解除
 8　国富町　移動制限解除
16  川南町　移動制限解除
18  高鍋町　移動制限解除
27　すべての移動制限解除

23　｢疫学調査チーム第4回検討会｣

 9  9　導入牛の監視体制強化に係る
　　関係機関連絡調整会議

 9　建設業協会等への協力要請

今後
の対
応

8/27　終息宣言（予定） 8月中旬　｢疫学調査チーム｣中間
　　　　とりまとめ報告

・家畜伝染病予防法の抜本的見直し

・簡易検査キット等の実用化
・移動式レンダリング車の実用化

○消毒等の継続徹底
 →｢家畜衛生情報｣による情報発信
　　と定期的な巡回指導の継続

◎九州地方導入牛の監視体制強化
　→当面の間、導入牛検査を実施

○早期発見、早期通報体制の維持
　→継続的な啓発指導

◎防疫演習(対処訓練)の実施
　→10月中旬  講演会＋訓練

○マニュアル内容の適宜見直し

滋賀県の対応

口蹄疫対策の取り組み状況と今後の対応

宮崎県の対応 国の対応



口蹄疫対策の取り組み

発生予防対策の徹底

○｢家畜衛生情報｣の発信

○緊急研修会の開催
・消毒方法の技術指導
・消毒薬の無償配布

監視体制の強化

○宮崎県からの導入牛検査
・6戸81頭すべて異常なし

○偶蹄類飼養者の聞き取り
・182戸すべて異常なし

○九州からの導入牛の検査
・8/2現在 9戸 271頭導入

初動防疫体制の整備

○県域および地域の体制整備
・対策本部設置要綱の策定
・関係者連絡会議の開催
・防疫演習の実施

○関係団体等への協力要請
・JA等に消石灰の在庫確保要請
・建設業協会等に協力要請

○広域連携体制の合意

◆一般衛生管理の意識改革および継続指導

◆自給飼料および素畜の生産基盤強化

◆埋却候補地の確保が困難な農家への対応

◆今後の法改訂に伴う県マニュアルの見直し

◎当面の間、汚染物品処理状況を踏まえ、九州地方からの導入牛検査を継続実施する

◎１０月中旬に、防疫実地演習を開催する

◎今後の法改訂を踏まえ、適宜、県マニュアルを見直す
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